
明 る い 医 療 第７６７号⑴　　2025年１月10日発行〈秋葉区地域版〉

地域社会の医療と福祉・保健衛生の社会化民主化のために運動を続けます 767

0814 新潟市秋葉区東金沢１４５９番地１

発行人 社会医療法人　新潟勤労者医療協会

発行所 社会医療法人　新潟勤労者医療協会

編集部　ＴＥＬ　０２５０（２５）１８７７

2025年 １月1 0日

毎月10日発行

五 十 嵐　　修

健
康
友
の
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ新　年

特別号
新　年
特別号

たんぽぽ保育園の園児

笑顔笑顔 希望
とと

◆下越病院　　　◆舟江診療所
◆ときわ診療所　◆坂井輪診療所
◆介護老人保健施設おぎの里
◆介護老人保健施設 入舟
◆かえつクリニック（付属施設メディ
カルフィットネス・ウオーム）
◆かえつ歯科
◆ケアセンターひだまり
◆ケアセンターかえつ
◆下越指定訪問看護ステーション
◆はまなす指定訪問看護ステーション
◆グループホーム白山
◆デイホーム沼垂

◆新潟市地域包括支援センター新津
◆新潟市地域包括支援センターふなえ
◆下越病院・病児保育室きしゃぽっぽ

社会医療法人

新潟勤労者医療協会

　24年度の事業計画は２億２千万円です。
　下越病院の心臓カテーテル機器の更
新をはじめ、各事業所の機器の購入、設
備整備、建物補修等を行っています。地
域協同基金への増額、友の会借入にご協
力ください。

　友の会借入（年利：単利0.3％、３年満
期。基金５万円以上のお預かりが条件で
す。１人上限５百万円まで）を新規募集
します。
　健康友の会各事務局で受付けています。

地域協同基金の増額、
　友の会借入にご協力ください

社会医療法人

新潟勤労者医療協会

理事長　五十嵐　修

住民本位の地域包括
　　　システムづくりを

　明けましておめでとう
ございます。
　昨年は県立病院や厚生
連病院の経営危機がしき
りに報道されました。地
域が変わる中で病院経営
が悪化したそうですが、
保険制度の歪も赤字の一
因です。国の施策（大本
は経済財政諮問会議＝骨

太方針）で厳しく改変を求められています。もちろ
ん国が経済破綻してはなりませんが、住民目線から
は可愛い子供たちのためにも「ゆたかに人間らしく
暮らしていける地域社会」を維持することこそ大切。
新しい年を迎え、「効率」一辺倒ではなく、農業や
環境、医療や介護、教育、それに住民サービスにあ
たる自治体など「社会的共通資本」をしっかりと守
る「治し支える地域医療介護」を目指したいものです。
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新津総支部  元気だより

『おくすりの話し』と『心のくすり』音楽を堪能『おくすりの話し』と『心のくすり』音楽を堪能元気に体操・笑顔でボッチャ元気に体操・笑顔でボッチャ

白山舟江沼垂総支部  元気だより

　関屋支部の役員会は毎月
第１水曜日に関屋公民館の
研修室を借り「明るい医療」
の仕分け折り込み作業の後
に開催しています。役員会
が終わってから、一般の友
の会員にも呼び掛けてボッ
チャで楽しんでいます。
　12月４日は総勢10人で、
まずは保健委員藤原さんの
リードで元気に体操をして
体をほぐしてから、赤・青２
チームに分かれてボッチャ
の対抗戦を行いました。最初
の一投で白玉ジャックボー

ルにピタリとつける場面もあり大きな歓声があがりました。総支
部のボッチヤ大会には是非優勝しようと熱が入ります。

　11月30日ひなた薬局地域交流スペースにて「おくすりの話し」
と、心のくすりと言われる「音楽」を聴いて、健康づくりをして
もらおうと企画しました。

　当日は約50人が参加。前半は、みの
り薬局の大平管理薬剤師による「おく
すりとの上手なつき合い方」の話し
で、クイズもあり盛り上がりました。
後半は、アマチュア弦楽四重奏団「コ
テ」による音楽会で、ハイドンの他ジ
ブリなどの曲も演奏をしました。

　生の弦楽器が奏でる音色
は素晴らしく、聴者も美しい
音色に聞き入っていました。
参加者からは、「おくすりの
話＆音楽会～素敵な企画で
した。継続してやって欲しい
です」という声がありました。

下越病院総合診療科　児　玉　崇　志下越病院総合診療科　児　玉　崇　志

『70歳からの通院』
あの科もこの科も行けなくなったら

『70歳からの通院』
あの科もこの科も行けなくなったら
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◆下越病院外来診療体制◆
※諸事情により医師体制が変更になることがあります。

●休診　……………日曜、祝日、第２・第４土曜日
△午前中のみ診療　………第１・第３・第５土曜日
※入院の面会はお断りしています。

月 火 水 木 金 土

午
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

一般内科

上　野 宮野（1・3・4）菊地（2） 岡　田義 菅　井 千　葉浩 医師輪番

児　玉 高　橋（1・2・4）

菊　地（3） 菊　地 本　間（大学医） 酒　泉（3・5）

岡　田義（2・4）

特診予約

（神経内科）川　上 （神経内科）河内（大学医）（神経内科）川　上（リハビリ）張　替（血管外科）曽　川 （神経内科）粟森

（神経内科）粟　森
～10：30

（呼吸器内科）斉藤智 （腎）大　矢 （呼吸器内科）斉藤智 （消化器内科）山　川 （神経内科）川上（3）

（リハビリ）担当医 （ペースメーカー外来）田中（2）
（神経内科）粟森（2・4）
　　　　　  ～10：30   

（神経内科）粟　森
（睡眠無呼吸）尾方（大学医）

　 山川
（痙縮リハビリ）担当医 （循環器内科）田中

（腫瘍内科）佐々木（大学医） （消化器内科）上野 （腎）大　矢 （リハビリ）野本
（消化器内科）岩田

（2・3・4・5）

小児科 大河原 平　野 大河原 平　野 大河原 （交替）大河原・本間

皮膚科 吉　澤 吉　澤 斎　藤勇（大学医） 富井（大学医）

外　科 亀　村
五十嵐

五十嵐
亀　村

五十嵐
（10：30～）

整形外科 有　井 有　井 有　井 有　井
泌尿器科 小　原（大学医） 斉藤和（大学医）

午
　
　
　
後

特診予約
（消化器内科）山川 （神経内科）川　上（神経内科）粟　森 （神経内科）斉藤理（大学医）

（3・4・5）

（リウマチ）有　井 （禁煙外来）白鳥
（16：00～17：00）

婦人科 萬　歳
（13：30～17：00）

小
児
科

一般 本間（15：30～16：00）（1・3）

大河原（4）
相　澤（大学医）
（15：00～16：00）（2・3・5）

喘息 （交替）大河原・本間・平野 （交替）大河原・本間・平野
予防接種 平　野 平　野 本　間 平　野 平　野

毎
月
一
回
は
保
険
証
と
診
察
の
た
び
に
診
察
券
を
お
忘
れ
な
く

受
付
時
間

午前
一般内科・外科・皮膚科　８：00～11：30（診察９：00～）
整形外科（紹介状のみ）　８：00～10：30
小児科　　　　　　　　８：00～11：00（診察９：00～）

※外科の診察は９：30～

※土曜小児科受付は11：30まで
（診察10：00～）

午後 小児科一般（月）11：00 ～ 16：00　（金）14：00 ～ 16：00
　　　　　　　  （月曜は当日予約制）

日 月 火 水 木 金 土
１１

❷ 33 4 5 6 7 ❽
❾ 10 � 12 13 14 1515
� 17 18 19 2020 21 �
� � 2525 2626 2727 2828

日 月 火 水 木 金 土
❶ ❷ ❸ 44

❺ 66 7 8 9 10 �
� � 14 15 16 17 1818
� 20 21 22 2323 24 �
� 2727 2828 2929 3030 3131

かえつ歯科（歯科  小児歯科  歯科口腔外科）　電話 0250－25－5510
※予約制です。お口の中で気になる事がある方、お気軽にお電話ください。

診療時間 月 火 水 木 金 土

８：30 ～ 17：00 ○ ○ ○ ○

10：30 ～ 19：00 ○ ○

◆かえつクリニック　　　　　　　　☎ 0250 － 22 － 5888
◆メディカルフィットネス・ウオーム　　　☎ 0250 － 21 － 2566
◆介護老人保健施設　おぎの里　　　☎ 0250 － 25 － 3071

かえつクリニック診療体制　＜完全予約制＞ 
糖尿病内科　岡田節　渡辺敏　宮野　菊地　　消化器内科　入月　河内　原田
循環器内科　岡島　末武　田中真　岡田義　星野　田中智　　内科　千葉浩　伴　高橋
呼吸器内科　斉藤智　　総合診療　酒泉　菊地　　労災　五十嵐
※かえつクリニックの特診予約は他医療機関からの紹介の方のみの予約となります。

外来予約案内
一般内科は、受付順に診療します（予約制ではありません）
一般内科以外の科は、下記までお電話ください
外来予約・お問い合せは 電話（0250）22－4711
　◎受診日の前日までの電話予約受付時間は
　　　平　日　　　　　　　10：00～16：30
　　　小児科喘息外来は　　14：00～16：00
　　　小児科予防接種は　　14：00～16：00
　◎受診日当日の予約受付時間は　平日8：00～11：00
　　　　　　　　　　　　　　　　土曜8：30～11：00
◆泌尿器科・皮膚科は完全予約制です。
◆婦人科は現在、健診等のみの診察となっています。
◆整形外科は整形外科医の紹介状のある方を予約で受け付けて
います。

わたしたちの病院は、以下の料金をいただいておりません
○個室料金（差額ベッド代）
○初診時・再診時の選定療養費（紹介状なしで200床以上の病院
に受診した際にかかる料金）

何
で
も
相
談
会

予
め
お
電
話
下
さ
い

０
２
５
０
ー
２
２
ー
６
８
５
１（
10
時
～
12
時
）

連
絡
先
は
新
津
総
支
部 

友
の
会
事
務
局
ま
で

１
月
１5
日（
水
） 

会
計
時
間

月～金曜日
第１・３・５土曜日
第２・４土、日・祝

８：45～17：00
８：45～12：00
対応なし

２ 

月

１ 

月

ときわ総支部  元気だより

日帰り温泉でリフレッシュ日帰り温泉でリフレッシュ日帰り温泉でリフレッシュ日帰り温泉でリフレッシュ
11月６日にときわ総支部有志22人で日頃の疲れを
癒すべく瀬波温泉へ日帰り温泉旅行に行ってきまし
た。

会場の『瀬波はま
なす荘』は日本海を
一望できる立地でし
たが、天気予報では
生憎の雨予報…。し
かし、幸運にも天候
が回復し、見事な景
色とお料理、そして
素晴らしい温泉を満
喫しまして楽しい１
日を過ごすことがで
きました。

また、翌週の11日からときわ文化祭が行われるこ
ともあり、弾みになった一日でもありました。また
元気で来年も行きたいねとのお話を参加された皆様
よりいただきました。

坂井輪総支部  元気だより

『防災コーナー』を新設
　　　　健康友の会まつり
『防災コーナー』を新設
　　　　健康友の会まつり
『防災コーナー』を新設
　　　　健康友の会まつり
『防災コーナー』を新設
　　　　健康友の会まつり
12月14日昨年に続き『坂井輪健康友の会まつり』が開催され、
80人の参加がありました。
昨日までの雪まじりの雨が嘘のように冬晴れの土曜。内野まち
づくりセンター１Ｆ交流スペースを使い『健康チェック』に『加
入コーナー』『署名』そして今年は、会員さんのご家族の防災士
さんが『防災コーナー』を新設。その隣には『福引』があり、景
品はすべて防災グッズ！１等は防災グッズ満載の防災リュックが
来場者に当たりました。
展示コーナーでは丹念な折り紙や編み物・手芸品や絵手紙・書
道など見事な作品の展示があり、来場した人が見入っていました。
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かえつクリニック・メディカルフィットネス「ウオーム」

健康運動指導士　高　橋　良　太転倒予防体操のすすめ転倒予防体操のすすめ

合い言葉

つま先あげ１

その場足踏み２

障害物またぎ３

今回は転倒予防に関する体操と合言葉を紹介します。体を動かすとともに環境面にも注意を向け、転倒に気を付けながら冬場を過ごしましょう。

　転倒しやすい場所をチェックするための合い言葉は
「ぬ」「か」「づけ」です。
・「ぬ」れているところは、すべりやすい
・「か」いだん、段差があるとことは、転びやすい
・片「づけ」ていない部屋は、つまずきやすい

・歩行時のつまずきを防止するための筋肉を鍛えます。
● 方　法
・片足のつま先を引き上げます。（写真１）
・１、２で上げて、３、４おろす。
＊10回１～２セット。左右実施
＊椅子でも実施可能です。
＊左右の違いも確認してみましょう。

・足上げとつま先着地の練習です。
　階段昇降に活かせます。
● 方　法
レベル★
・その場で足踏みを行う。（写真２）
レベル★★
・しっかりと太ももを引き上げて足踏みを
　する。（写真３）
＊20歩×１～２セット　
＊壁に手を付けてもOKです。

・高さに合わせて足を動かす能力を養います。
● 方　法
①　障害物を用意します。
②　障害物をまたぎ、足を着いて戻す。
　（写真４）
③　高さを変えて同様に繰り返す。
　（写真５）
＊10回１～２セット。左右実施
＊写真の障害物は１リットルの紙パック２個
　をテープでつなげたもの。
＊壁に手を付けてもOKです。写真１

写真２ 写真３

写真４ 写真５

旬 々 菜 々
●下越病院　栄養課●

旬 々 菜 々
も ち と 長 い も の 甘 辛 肉 巻 き

　おもちをおかずにアレンジしました。長いものサクサク食感と青し
その香りがアクセントの一品です。
　おもちは低脂肪でさらに食物繊維、ビタミンミネラルも豊富に含ま
れています。腹もちも良く体を温め代謝を促す効果もあるとされてい
ます。お正月のおもちが余ったら作ってみてください。

１人分374kcal　塩分　2.0ℊ
�材　料 �２人分
切りもち� ２個（約100ℊ）
豚もも肉� 10枚（約250ℊ）
長いも�� 150ℊ
青しそ�� ５枚
合わせ調味料
【砂糖・しょうゆ・酒
　　　　　　 　各小さじ２】
塩・粗びき黒こしょう　適宜
サラダ油　　　　　小さじ１

�作り方 �
①　もちは縦長に置いて縦５等分に切る。青しそは縦半分に切る。長
いもは４～５㎝長さ、１㎝四方の棒状に切る。
②　豚肉１枚を縦長に広げ、手前に青しそ１切れ、長いも1/10量、も
ち１切れをのせる。塩・こしょう各少々をふり、手前からきつめに
巻く。同様にして残りの９個も巻く。
③　フライパンにサラダ油を熱し、②の豚肉の巻き終わりを下にして
ならべる。ふたをして弱めの中火で３分蒸し焼きにする。上下を返
し、ふたをして再度４分蒸し焼きにする。ペーパータオルで余分な
油を拭き取り、合わせ調味料を加え火力を中火に上げ煮からめる。

２０２5年　巳の年
新春お年玉まちがいさがし

〈問題〉上の絵と下の絵を比べると７カ所のまちがいがあります。ど
こでしょう。印刷のよごれやかすれ、スクリーントーンの濃淡はまち
がいに入りません。
　７カ所のまちがいに○印をつけ、点線にそって切りとりハガキに
貼って応募して下さい。
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